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「再生医療   血液臨床応用｣セミナー
テーマ：再生医療新法施行  自己血由来の成長因子を用いた各種生成療法
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■講師■テーマ：自己血由来の成長因子を用いた再生療法が
                     再生医療新法 第3種に導入された経緯と
                           その対応について
　　　　　  ･･・その臨床応用のパラダイム･･・
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■講師
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■テーマ：自己血由来の成長因子を用いた臨床の実際

■講師

■テーマ：血液生体材料臨床応用における PRP 及び
　　　　 　PRF 各種 GROWTH FACTOR の基礎と臨床

新潟大学大学院医歯学総合研究科
顎顔面再建学講座 歯科薬理学分野
准教授　川瀬  知之

自己血由来の成長因子を用いた治療においてPRPから派生された各種生体素材が
臨床で応用されている。その背景はインプラント治療において､組織のより良い
治療促進や組織の回復が求められて､初めてインプラント治療が前進します。
今回､再生医療新法律施行のもとに導入されたこれらの方法を解説し､コンプライ
アンスを遵守し､停滞することなく躍進するための講演であり、臨床家の参考に
なれば幸いです。
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